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ロシア諾アルファベットのローマ宇翻字について
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翻守二 (Transliteration)とは，あるアノレブァベットの丈'-1こを兵なるアルブァベットをもっ
他の言語の文字に便宜的に移しかえることであるO このような必要はとくに固有名詞の転

記の際に感じられるであろう O たとえばソ連で起った出来事の報道において各国のジャー

ナリズムは， 人名や地名1)などを自国の文字をもって記しているO このような転記には音

1)人名や地名の翻字については次のような文献がある。

(1) 刀.B.1Uep6a，“TpaHCJUITepaUJI5I J1aTHHCKHMH 6yKBaMH pycCKHXφaMHJI紅白 Hreorpa今H可b
CKHX Ha3BaHll註" H38eCmUJl AH  CCCP. Omδe/leflUe /lllmepamy pbt U Jl3bUca， 1940 

め
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《活動研究報告》

を移しかえる方法と， A次的に文字をおきかえる方法があるo前者は音訳 (Transcri ption) 
であり，後者がここにいう翻字であるO この両者の区別は必ずしも明確ではないが，例え

ば XpymeBは英語圏では Khrooshtcho任と書けば発音に近いであろうし2) Khrushchev 

は文字を移し変えた翻字である。一般にラテン文字を用いる国では，キザノレ文字とラテン

文字の起源の類似から， ロシア文字の転記の際には翻字によることが多いように思わ九

るのしかしながらロシア文字のラテン文字による翻字の方法も一通りではない。たと三は

悶の Xpyr脚は欧米諮問において (1刊 hr郎usω巴肝Vのlほまか (ω2勾)K臥hr凶加1立lru口m工u伽加 (ω3司)Xr問u主“拘如己記加V 巴肝

(ω4め)Cαhr立r品必ce巴v (β伺5司)H匝ru凶耐:u叫泊u品由sts伽s

(伶問9め)Cαhruscht匂scぬhe肝V などのように多種多様に表記されている3め)0 このような違いは溺字F
|怒してラテン文字に相応する文字のないロシア文字を移しかえるときに，なるべく自国誌

の発音に近似的なラテン文字をあてはめようとする結果生じたものである。さらに同じ国

においてもロシア文字の翻字については多くのことなった見解があり，それぞれ違った翻

字がなされている。

1)、 kのような国ごとの，あるいは話機関による著書字方法の相j主は， ロシアに関する文献

情報をとり扱う問書館にとって大きな障害であるO たとえば著・編者名についてみても，

出版物に表記されたものをそのまま用いることは日銀編成に混乱を招くことになろう。し

たヵ:って日銀刊誌の， 索引?呉川編集に際しては， 翻字されたデータをもう -JJEPシア

(3): 118-126. この論文はロシアの人名や地名をラテン文字に翻字する場合について必かれた

ものである

(∞2幻)P. C. fHJI…J且JIllゐp巴BCαK間側H耐li改i詰i，E. A. CT叩ap伊OCTl叫 C臼ロp伊aB即O叩肌;川H加凶脚f狂磁E廷HOωOC口Tp伊aH帥1
:己1?:ぞ?;立江♂f;♂でrご丘:立土ftUJ!??iな::忠:::;??;U217目立2ZL了1JぷJ♂fιι:Li』;
の原i綴深のもとに7示云し， ロシア言語"5にf剤泊E字f宇tする場令の1兵H休ヰ自が的〈守J1:な工似例jとそれらの一1覧Z表が{十付'1さjれ1ていて

2の)E J;:iむ詰江出:5:出:;:〈j:川ran山a叩蹴n郎副slωi
3め)?告官:主:U口;:ζL;LLLベ~(9θ朋9) iは1糊筆制名制刊の川州f日iにふ川縦僻字システムに
そ jわれ~らのジステム tをど丹用J いている 1機幾剣i関潟名，雑誌:tおよび独自の剣王子法の提桑名をそれぞれ列挙した。
(1)し C.，Bodleian， BM， BSI， NY Pub. Lib.， Camb. Univ.， Slav. & E. Eur・Rev.，Slav. Rev.， 

Current Dig. 01 the Sov. Pr. 

(2) sib. Nat. 
(3) Slav. & E. Eur. ] 
(4)いわゆるドイツ諸国，チエコ，ォいーランド等においてサ止にm，、られている需語学法である oBay 
Staatsbib.， Deut. Bib.， Deut. St叫 sbib.，J.-G.-F. He吋er1n仏 Sta試合ib.Preuss. Kulturbe-
sitz Bib.Narodowa，BIb-IJI1iw.wM7arszawie.Statni K11ihoV11aしSSR

(5) Helsinki Univ. Libr. 
(6) IS0 R 9-1955/1S0 R 9-1968 (variaton)長.

2お;誌:4:沼吃ぞ主詑:::Ebh立民;3;?立;主:日山山山5主む口は出;2記芯記訂:2立立出:2t己口:?:すl;llは出1i4ι芯山1;12立iよ主ι::巴:1;:2::::2:号忠U叫U;ニ出山Ltむ出ヒじ口出廿主ニ詰出訂;2立r:ヒr:「r吋2τ出!九百官U:二よ川iz沼此!ト七1叫l
θ仰)f3己or叫 En凶1誌t叫王dふ山ωhμ1m山叩1口l
s勾prachi註igenRaum. Berlin， 1975. TS Anhang 3. 

4)お誌を編集する場合にも，編者が独自の需刻字法を作成し，記述の表記を統一して，テキストに')1)11 

することもしばしばである 一般には本文の前に使用されている番哲学去の一覧が付されている o ま

た書誌に限らず， A. Al均。&D. Ob叫ole目印n時 ye吋d.，Compan凶iぬontωo Ru凶5応叫S討i弘anStudies. Camb. &c.， 
1977.においてはテキストのー般的叙述とロシア諸についての叙述の弘jJ!Jをおこなって， 二稜類の

25~l 



文字にi投稿字し，改めて統ーした規則のもとにラテン文字に翻字ずる作業が必要となる。

このためには各国の翻字の傾向についてもある程度の知識をもっておくことが不可欠であ

るO そこで小文ではソ連や欧米諸国のいくつかの翻字システムの特色を紹介し，あわせて

口シア文字の翻字における諸問題を考えてみたいと思う O

1. ソ連で用いられている翻字法

最初にロシア認が実際に用いられているソ連において， ロシア話のラテン文字への翻字

法が歴史的にどのような変遷をたどってきたかを簡単に紹介しておきたし、630

かつてロシアにおける翻字には大きく分けてこつの傾向があった。一つはスラヴの統ー

とし、う理念のもとに 1906年に科学アカデミーが採用した翻字法であり，他の一つはロシア

地理学協会 (PyccKoereorpa中山.06-BO)が採用した西欧的表記の翻字法に代表されるも

のである 7)。ロシア革命後には郵政人民委員部 (HapKOMaTCBfl3l!) ， 対外貿易人民委員部

(HapKoMaT BHeUlTOpr)，全ソ規格委員会 (OCTBKC)が後者と同様な傾向をもってそれ

ぞれの翻字システムをつくった。

どのシステムにおいてもロシア文字の a，6， B，じん 3，K， JI， M， H， 0， 11， p， C， T， y，や

は，これに対応するラテン文字 a，b， v， g， d， z， 1<， 1， lTI， n， 0， p， r， s， t， u， fにそのま

まおきかえられるO その他の文字についてみると，科学アカデミ一方式は主としてチェコ

百九， スロヴァキア語で用いる分別記号 (diacritica1mark) ， すなわちふ己などにおける v

の使用に特徴をもっているO これによれば x→五， LJ→ C，III→ S， !ll→記となる。他方

英語をもとにした貿易人民委員部と全ソJJil.1各委員会の翻字表によれば)1{→ zh，可→ ch，

m→ sh，以→ schの如くあらわされ， ドイツ諮の傾向が著しい地理学協会のシステムでは

)1{→ zh， LJ→ tsh， III→ sh，山→ stsh，x タchとなっている。郵政人民委員部の方式はフ

ランス語的な正字法の傾向をもっているので， )K→ J， '1→ tch， III→ ch， !ll -> stchのほか

y→ OU，IO→ 10Uとあらわされる。

アカデミーとその他の機関の翻字方式の違いは， 軟母音二(兄， H， 10， e， e)の二重機能を

認めるかどうかにもあらわれているO これらの母音は，アカデミ一方式では，子音又は b，

b の後にくる場合とそうでない場合に翻字の区別が厳密になされているが，その他の機関

高ilJ字システムが{Jl:汀J さ ~êている。

5) 綿 ~tt- tjc~J-fゐ宗引などは， 品苦手:システムについて独自の問題をかかえているように辺、われる。R.R.

Blanken，“ The preparation of international author indexes， with particular reference to the 
problems of transliteration， prefixes， and compound family names ぺ]our.01 the Amer. Soc 
lor Inl. Sci.， 22 (1971/Jan.-Feb.): 51-63参照.E. Garfield， " Science citation index"一一anew 

【limensionin indexing ぺScience，144 (1964): 649-654参照。
6) ソ迷においては， ロジア訟のラテン文字への翻学はたんに情報技術的な問題にとぶまらず，また政

治的な問題とも絡んでいるように思われる。すなわちそれは多民族国家であるソ速の現実を反映し

て言語政策，小数民族政策と密篠に関連しているのである o E. Allworth， Nationalities of the 

Soviet East publications and writing system. New York & London， 1971.翻字については pp.

295-387参照.P. C. fHJl5!peBCKH員， H. B. KpbIJlOBa，“ TpaHCJlHTepaUH5! 6H6JIHOrpaφH可eCKHX
OIlHcaHH品目a5!3b1KaX HapO，ll，OB CCCP J1aTHHCI{HM狂 6yKBaMH".C08. 6u6λuozpartufl， 1960 (5) : 
37-44. この論交は少し占く， ~il 、ものであるが，上述の~l1:'1宵を切らかに反映しながらロシア諒お

よびソ迷の諸民族の言語のラテン文字による翻字について簡潔に記している。

7) A. A. PeφopMaTCKH員，“ TpaHCJlHTepaUH5!pyCCKHX TeKCTOB J1aTHHCKHMH 6yKBaMH ". BOfそpOCbt
fl3btlC03ftaHUfl， 1960 (5): 96-103. 

~54 



《活動研究報告〉

ではこの区別をしていなし、。これは今Elでもソ述の言語学者がヨーロッパの翻字法につい

て批判しているところである830 上記の五つの団体のシステムにおいて翻字の際に違いの

みられる文字を表にあらわすと次のようになる。

第 1 表栄

町一tdl民1-41ムhLL41ムιilJ34鵠三
一 -1一一一一…一一一一下 一一一 一一丁一一一一一 --Ie/ie(母音の後と
e I e/ie ゆともり佼)1 e e e 諮頭)

e I iO/lo (子音の後)I 一 一 JO 

}K I z zh zh zh 

双 l 山 (bの後)

Y I U u OU u u 

X I ch ch l王h kh kh 

tz t8， tz Z(イ夕刊ク)1 C (t8) 

t8h tch ch ch 
1.¥ c 

q c 

III S sh ch sh 

m 1 sc stsh stch sch sch 

省略
/省略(語Fきとこて(巴， H， 10， 51の省略/i(語"1'にお

いてのみ〕
e e e 

も i 省略
b I拘略 (e，H， 
leの前)

9 巴

!O I iu/lu (子音の後) lOU JU JU 

51 I ia/la (子音の後) Ja la Ja Ja 

持 JI.B.凹ep6a，"Tp回C~HTepa1.\HH ~aTHHC印刷 6yKBaMH pyccKllxφaM即日誌 Hreor-
paφ宮司eCK沼X Ha3BaHHu". H38ecmufl AH CCCP. OmdeJleHUe Jlumepamypbl u 
fl3bl1ca， 1940 (3): 120. 
時ソ連科学アカデミー 1951-1957'If三版翻字システムについては第3表参照。

それで、は次に科学アカデミー翻字方式のその後の発展についてみてみよう O これは

1906， 1925， 1939， 1951~57 の四つの時期jにわたって， 基本的な原則はそのまま残しな

がら，少しづっ改訂を行ってきた。すべてのアカデミ一方式に共通する特徴は，すでにの

べたように分別記号を使用し軟母音のニ軍機能を認めることである9)。子音や硬母音に

ついては， どのシステムにおいても殆んど変化がみとめられないが，軟母督 (e，e， H， 10， 

兄)および硬音符(も)，軟音符 (b)についてみれば若干の修正がなされている。例えば 1925

年版と 1939年販の違いをみれば次の第2表の通りである1030

1956年のアカデミー翻字表の改訂版はこれまでの最新版であるが， これはロシア訪問

有名詞のラテン文字による国擦翻字規則案としてソ連閣僚会議に提出されたものであるO

ソ連の言語学者A.A.レフォルマッキーによれば， この焼酎は， 使用に際して府らの言

語学や正字法の知識を必要としないことに特徴をもっているという。さらに彼はこの案が

ラテン文字からロシア文字への逆翻字 (reversibility)の可能性を備えていることをも指摘

しているO しかし第3表をみれば分るように， この士見出は，語頭もしくは母音，子音，閥

S) A. A. PeφopMaTCKH註， Ibid.， 102. 
9) A. A. PeφopMaTCKH詰， Ibid.， 10l. 
10)凡B.IIIep6a， Ibid.， 125. PeφopMaTCKH員は 1939年!阪を「全般にわたっておげさで矛盾してい
る」ときび 1くtlt半1している， Ibic1.， 10l. 

ハr.::r::
~\X) 



1925年版翻字表

e IJe(bLもの後)
ε比例の後)

も|省 日i各

JJLli洛(巴 E 沼 10，51州
Io lLj:(子音の後)

耳 iLj;(刊の後)

第 2 表

1939年版翻字表

(e (子音の後)
Ue (諾のはじめ，母音と b，もの後)

f 0 ()I(，可， W，以の後)
Uo 

， (アポストロブイ)

r j 
¥， (e， e， ll， 10， .Hの後はアポスト日ブイ)

JU 

Ja 

官， I反・ i敗 ì~i二符:の後なと\

ではない。

かなり和1Iかな例外規則を定めており， 必ずしも単純明快なもの

II. 翻字の際!こ問題となる文字

U、とみてきたように， ロシア誌の翻字の際に問題となるのは， :33文字のうち主として

15文字であるO それは 6個の子()j{， X， H， <1， lll， Ill)， 6 il，日の母音(lO，冗， bI， e， e，ヨ)，半

u):f!f (主)およびそれ自身のすをもたない記号 (b，も)である。このことは欧米諸国の図書

館やスラヴ関係雑誌におけるロシア語の翻字法においても同様である。次にこれらの文字

がソ連以外でどのように翻字されているかをみることにする。

(1) 子音()I(， X， U;，可， w， w.) 

欧米でもっとも広く用いられている翻字法は，米国議会図書館(し C.)の翻字表に準ず

る英語圏のシステム (zh，kh， ts， ch， sh， shch)とドイツおよび東欧諸国のシステム(ふ ch，

c， c， s， sc)であるO 後者はソ連科学アカデミーの翻字と全く同様である。 このほかプラ
ンス餌立関書館が x→.1，可パch，III -~ ch， III→ chtchの如くプランス語にWiじた翻字表

をもつように，白国語の発tfに近似した表記をする機関が多く， J二記以外にも数多くの変

種があるのは当然である。たとえば第3表にみるように x→ h11)， H→ z， tz， <1→tch， ts， 

tsh， III→ sch，叫→ schtsch，sts， stshのような翻字も用いられているO このような翻字の

多様性は， これらの子音が表記の四>)，!ff~ な号:1:\音 (lllHIT5I詰IllH負担YK) であるために生じたもの

であるが， これをドイツや東欧では分別記号 (dial王ritischeMarl王)で解決し， 英語やフラ

ンス話では近似的な発音の文字:をあてようとしているのであるO 前者がロシア訴と系統を

11) xをhと細字するのは，ソ迷科学アカデミ-1939年j阪，へノレシンキ大学， Mathematical Rev.およ
びISO;R9-1955と1968(E)， ISO;DIS 9-1975などである。 G.Razranは「英語のh音はロシア誌
のX音をもっていなL、」ので，ロシア諮の xにhをあてはめることは適切ではないと指摘する O し
かし， xに対する khはそれぞれの音とひとしくないが，分離音 (separatesound)の干f在を示し，
さらに;長い間慣用的に用いられてきたという長所があると主張する。 G.Razran，“Transliteration 

of Russian ". Science， 129 (1959): 1111…lll2，参照。

256 



《活動研究報告》

同じくしながらラテン文字を用いるチェコ語およびスロヴァキア語の表記を基礎にしてい

るため，自然な感じがするのに対し，後者に無理が感じられるのは否めないであろう。ま

た翻字の可逆性 (reversibility)の観点、からみても，後者は不利のように思われる。

(2) 母音 (10，51， bI， e， e，ヨ)

ぬと兄についてみれば， i二と ia(L. C.方式を用いる図書館)， yuとya(BM， BSIを
はじめとする英闘方式の図書館，ニューヨーグ公共闘書館)， juとja(主としてドイツ語，

東欧語，北欧語圏) の三つが主要な翻字方式である。 このほかに1OU，Ja プランス国立

図書館)などの例外的なものもあるoL. C.方式はアメリカ以外にも影響の大きい翻字方

式であるが， Gおよび iーなどにおけるこ文字にまたがる連結線はタイプライターによ
る印字が不可能であり，これを採用するところはそれ税多くなし、o D. T.レイは lU，'iaを

提唱している1230 ロシア話では fly，加はほとんど現われず，それとの混同は起らないし，

吾戸学ーとからみても問題はなし、からである。しかしこれによって翻字された khoz'ia'istvo

を x03flai1cTBoではなく X03)l詰CTBOに戻すためには例外的規則かロシア語の知識を必要

とするであろう。

blは一般にラテン文字 yに翻字される。大英博物館で bl=ui，英国標準化協会 (BSI)

で bl=言となるのは例外的である。前者のシステムによると語尾の鳴説話は uy となる。

しかし肢に yをあてはめることは，上記のように 10，九を yu，yaと翻字する方式にお

いては逆翻字の擦に yu，yaを bly，bIaとしないだけのロシア誌の知識が要求されること

は言うまでもなL、。

eは一般に eと翻字されるが，語頭や母音の後などでは je，ie， y巴などを用いるところ

もあるoeについてみればそのまま eを用いる場合と，巴の上の分土庁記号を除いて巴と
する場合，さらに JO，10， yoなどの場合がある。米国クイーンズ・カレッジの G.ラズラ

ンはこのことについて， ロシア語の eは語頭， i73背や硬・軟音符 (b，も)の後では明絡に

英語の yes における ye のように発~r~: されるので，全く ye と翻字すべきだと主張してい
る13)。すなわち EceHHH，AHJLpeeB， rrOJlHOe co6pamre， 3JLOpOBbe， C'be3瓦は Y巴senin，

Andreyev， polnoye sobraniye， zdorov'ye， s"yezd となるのであるO さらにロシア語の

子音の後の e は非常に軟くなり英語の e に相当するので， J1eHHH， TypreH切などは

Lenin， Turgenevが適切で Sovi巴tは唯一の例外だとのべている。 しかしこの意見は

戸学にもとづくもので，翻字の間題とはカかミけ』将列奇磁i

翻字に;おおいてはi機幾;械)淡史必i的拘なおきカか￥えとi逆並翻字(令r巴肝ve釘rs幻sil江bi元品i日lit江tyωr冷)の容J易るさこそがE重E要なのてで、あ

るO

3 の翻字は eが用いられる場合と e，企，るのように eの l二に符号をつける場合， さ

らに国際様準化機構 (IS0)833-1974 (E)ω のように ehとするものがある。問題は eを

12) Russian-English transliteration. Four separate comments and repJy. Hamp， E. P.， A. C. 
Faberge， M. B. & 1. D. London， D. T. Ray & G. Razran. Science， 130 (1959): 482-488 

13) G. Razran，“TransJiteration of Russian ". Science， 129 (1959): 1112. 
14) ISO 833 (1974) lnternational Standard ISO 833. Documentation-international Iist of perio-
dical title world abbreviations. First ec1. 1974-1ト()1. p. 2. (TabJe l-Transliteration of 

SJavic Cyrillic alphabets). 
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そのまま用いる場合で， これは ekonomikaなどの逆翻字のとき eKOHOMHKa と誤まるこ

とも避けられないであろう。

半母資の誌は i，i， j， yなどに翻字されるO しかしケンブリッジ大学やニューヨーク公

共図書館のように， 原則として iを用いながら， 人名や形容詞の語尾にl浪り，→泌を y

とする場合もあるO これはたとえば 6eJlHHCK凶，瓦OCToeBCKHuなどのロシア人名が一般

に Belinsky，Dostoevskyのように表記される慣例にならったものであろう。

軟背符 b と分離符もについてみれば，前者は子音の後にあって前の子音を軟かく発音

する役目をもち，後者は子王子と軟母音の中間にあってこれらを分離して発音することを示

すだけの記号ーで，本来それ自身の高二をもっていなL、。そのため翻字においても b は'も

しくは，'bは"もしくは 11 であらわされる。 しかしなかにはこれらを全く無視してし

まう翻字方式もみられるO これによれば ceCTb(坐るに C'beCTb (食べる)や6paT(兄弟)，

6paTb (取る)は共に sestや bratとなって区別がつかず，これらを機械的に逆翻字する

ことは不可龍となる。

III. 翻字表について

末尾にかかげた翻字表(第3表)は， ソ連および諸外国の図書館等やスラグ関係雑誌に

用いられている鶴字方式の一覧であるO この中には国際標準化機構のように翻字の変遷を

示すため古い翻字表もあわせてかかげてある。

この表の作成のため，筆者は文献による調査のほかに，いくつかのi望書館(主として東

西ドイツ，東欧)に翻字方式を照会した1530 回答には翻字表のほかに利用の実情が簡単に

記されているのでそれを紹介しておきたし、。

1) 英国図書館

送られてきた翻字表は 1970年までに出版された本に対して用いられているもので， そ

れ以降のものについては米国議会問書館の郡宇システムが適用されている川。

2) ドイツの図書舘

西独，東独の 6関書館1i)の回答から明らかになったことは， ドイツでは[プロイセン関

15) L. C.や NYPub. Lib.などのように，一般によく知られている翻字システムをすでにもっている
ものは照会の対象より除外されている。調査は，残念ながら11~ 間的制約のため制緩的に行うことは

できなかった。今回の照会の対象としたものは， ヨーロツパにおいてスラヴ系言語の関室を多く TiJf

J決していると考えられる支な図書館である。もし機会があったら，後日あらためて組織的な調査を

おこないたいと忠う。 BM は長い歴史をもっと共ーに，スラヴ系言語の区I~n も豊かに所蔵しているが，

近年ゐその名称 (BritishLibrary)と組織を宇部分かえたので， とくに現状について問いあわせてみ

たものである G

16) British Library， London. f. 1753ヲE関図書命L スラヴ・J1Zヨーロッパ部門の研ヲピWJ千 O.Kam-
tekar氏の 1977年1月17日付書簡。

17) 1. Bayerische Staatsbibliothek， l¥在註nchen.f. 1558. 

2. Deutsche Bibliothek， Frankfurt a. M. f. 1946. 
3. Bibliothek des Johann-Gottfried-Herder-lnstituts， Marburg. f. 1950. 
4. Staatsbibliothek Preussischer Kulturbesitz， Berlin. f. 1961.第2次大戦後，ベノレリンが東側

に分割されるにおよんで， 長い歴史をもっプロイセン国立図書館 (PreussischeStaatsbiblio-

thek)の蔵書がプロイセ γ文化財悶立図書館CfJljベノレリン)とドイツ国立図書館(東ベノレリン)

に二分されて今日に至っている。ここで使用されている制字表は 1899il-のブロイセンぴ]:v~1まl
設立自のシステムをそのままひきついだものである。
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書館辞書体目録要領 (Instruktionenfur die alphabetischen Kataloge der preussischen 

Bibliotheken vom 10. Mai 1899)jの中のロシア文字翻字表が， 現在でも基本的に受け継

がれていることである。この翻字システムの特色は z，c， s，記などにみられる分別記号
(dial王ritischeMark)の使用である。バイエノレン国立図書館からの回答叫にはドイツ語閣の

学術図書館の翻字について，最近の動向が記されている。それによると西独では「辞書休

日銀のための新規則 (NeueRegeln fur die alphabetische Katalogisi巴rung)jが作成された

とき非ラテン系文字の言語のための翻字システムも検討された。この試みは，各地方の大

きな学術図書館が今まで用いてきた翻字システムを簡単には変えることが出来ないという

JIJL Iおから最終的に失敗した。しかしそれらの図書館とのニ年にわたる協議の後に，バイエ

ルン国立問書館がドイツ連邦のスラヴ学者あてに照会をおこなうことになったが，そのあIi

果西ドイツの学術図書館においては今まで使用されてきた翻字システムを今後も継続して

用いることが決定された。ドイツ図書館 (DeutscheBibliothek)の回答では， rドイツでは
米国議会図書館の翻字システムが問題になることはほとんどなし、。なぜならそれは言語学

!-.の2日段からすでに逸脱したものであるから」ということが指摘されている 10)。しかしド
イツでも情報学の分野Pでは，主としてアングロ=アメリカの翻字システムが優勢で、あり，J.

シュノレツ 20)および F.ゲ、ノレナーの論文自のにおいて明らかなように，電算機情報処理 (EDV)

にふさわしい翻字システムの擁立をめざしているO

東独でも原則として上記の「プロイセン要領」が用いられている。 ドイツ国立国書館

(Deutsche Staatsbibliothek)は 1974年新しい辞書体図録規則 (Regelnfur die alphabetische 

Katalogierung)を印刷したがその付則に含まれているスラヴ文字の翻字表22)を「プロイセ

ン要領」 と比べれば僅かの違いしかみられなし、。 このことは 70年以とにわたって使用さ

れてきたこの規則の根強さを思わせるものである。また東独科学アカデミ一言語学研究所

が用し、ている「学術図書館辞書休日録規則j23)もプロイセン図書館辞書体目録要領の第4

販にあたるもので，その仁1"のロシプ文字翻字表はドイツ開立[Xl書鎮のものとほとんど差異

がなL、。ここでは最近になって目録規則とともに翻字表の改訂がすすめられており，その

原則として「国際標準化機構推奨規格 R9スラヴ系キリノL文字の翻字の国際的方式， 2 

j抵， 1968年 9月」が適用されることになっているが2.入 その場合でも取捨選択が2:1) お

5. Deutsche Staatsbibliothek-DDR， Berlin f. 1661. 
6. Akademie cler Wissenschaften der DDR. Zentralinstitut fur Sprachwissenschaft， Berlin. 

f. 1700. 
18)パイエノレン国立図書tiiiDr. V. Pleyer氏の 1977年 1月25日付jJitff(jo
19) ドイツ偶者館のI.Bouvier氏の 1977年2月3日付帯i街。
20) J. Schulz，“Reversible Transliteration kyrillischer Buchstaben ". Nachr. Dok.， 24 (1973): 

239-241 
21) F. Gorner， E凶wicklu時間oglichkeiten der Ubertragu時 frerr由 rSchriften im Deu-

tschsprachigen Raum. Berlin， 1975， TS. この論文はプロイセン火化財国立図書館の東ヨ{ロツ
パ部門部長 F.Gorner氏より， 1977年2月筆者あてにおくられたものである。
22) ドイツ国立図書館目録部部長 P.Kitlel氏の 1977年2月1日付芸術によればこの翻字表は 1977"1三

1月から東独のすべての図書館でJllいられることになった。
23)“Regeln fur die alphabetische Katalogisierung in wissenschaftlichen Bibliotheken " Anlage 

1I. n. d. 
24)詳細については“RegelnfUr die alphal、etischeKatalogisierung. Anlage 5. Tab. 1. Berlin， 
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そらく行なわれる答であるO

3) へんシンキ大学図書館

フィンランド式の翻字法(全国書誌の編集の場合)とISOjR9-1955の翻字法 (外国文

献の目録)のニつの翻字法が使用されているようであるが2(;) この両者の相違は別表にみ

るように三文字(ロ， '-1，以)にすぎなし、。

4) チェコ国立図書鐙

回答としておくられた翻字表は Pravidlajmenneho katalogu， Praha， 1967から抜悲さ

れたものであるO ここのスラヴ部長であるJ.ストルナデル氏は rt止界の他の関書館の翻
字表は我々には適さなL、。なぜならそれらは我々のアルファベットにふさわしくないから

で、ある。」と手紙に記している 27)。

5) ポーランドの図書館

ポーランドでは国民間書部とワノレシャワ大学図書館の二つから田符がょせられた。前者

では「ポーランド基準 PN-70jN-01201Jのrl'の「スラヴ系キリノレアルファベットの翻字J*

がJHいられているO こhは「間際標準化l攻防長t究規絡 (ISOjR9)J にもとづいている~~)。

後者においては，すべてのポーランド学術図書館に義務づけられたグリチとボルコフスカ

編集の目録規則的にしたがっているというが的，翻字システムそのものは国民凶書館のそ

れと本質的にちがわなし、。

最後に， 東独， フィンランド， ポーランドの各国で採用されつつある詞際標準化機構

(ISO = International Organization for Standandization) のロシア語アルファベ γ トの翻字

方式について簡単にふれておきたし、o ISOは， 各種の規格を統一するための国際的な機

1974. pp. i-iii"参j札束独科学アカデミー，言語今研究所からの 1977"1'-2月24n HB向。

25) IS0 R 9-1968 年阪の適用とその場合の i~il. J会選択」の例として次のものをあげることができよ

う。J.Schulz， lbid.， 240. および lJNISIT/バ1CSU
Descriptれlonにご よりJ封jf;ハ4ち党J足Zさjしtたしヒこシステ lム、 (αInterm乱ltionalLi時Sはtof Pe灯rio(川dic仁i乱叫.111、3けは川lυ1けlルe三 九!VordAbl汁h冗reι-
viations， 1970. p. xi). 

26) Helsingin Yliopiston Kirjasto， Helsinki. f. 1640 in Turku (Abo) へノレジ γキ大学i究121;品'i， t~~r 
!i，主部・音IH乏TheaAul口氏の 1977'f'-1凡14日付者fmによる。しかし一つの機関にotu， 、てIfi]時に

二つの翻学システムが刻いられることはないので， フィンランド大学では ISO/R9-1955のシス

テムを採用し， National Bibliographyや NationalCollectionの目録を作成する場合(これは

ヘノレシンキ大学が編集するのか，どこの機関が編集するのか不明)と公共図書館ではフィンランド・

システムがJlJ，、られているとも理解される O

27) Statni lmihovna CSSR. Slovanska lmihovn九 Praha.f. 1958.チヱコ国立関書館スラウ、部長 Dr.
Josef Strnadel氏の 1977年 2月3日付者街。 このチェコの翻字表の詳細は Slavia，20 (1950): 

159に掲載されており， Jえ体的な例がヲ!照されていでわかりやすL、。

28) Biblioteka Naroclowa， vVarszawa. f. 1928.ポーランド同氏図書館， rJJ誌j架高Iミ化セ γタ一斉1;長
B. Karamae氏の 1977年 2月14日付諮問による。

持iPolishStandard PN-70/N-01201J iTransliteracja slowianskich a!fabetow cyrylickichJ 
i五!民図設館の翻字システムをしらべるに際して F.Gorner氏の引JTjする iPrzewoc1nikbi bliogra-
ficzny. Urzt;'c1owy wykaz c1rukow wydanych w Polslciej Rzeczypospolitej Ludowej. Hrs日・
v. Biblioteka Naroc1owa，羽Tarszawa，n. c1.Jを参j誌できなかったのは残念である。
29) J. Grycz， VV. Borkowska， Skrocone przepisy katalogowania alfabetycznego. Wyc1anie 4 
proprawione uzupelnione. Warszawa， 1970. 

30) Biblioteka Uniwersytecka w iVarszawie. f. 1817.ワノレジャり大学1$I;:;ifilJtiiU部長日.Zasac10wa 
氏の 1977"1'-2月 2iJHillf百10
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関で(日本は未加盟)，キリル文オニの翻字についても検討を重ねており，これまでに 1955，

1968， 19751，'下の三回にわたり ISOR巴commendationR 9 として改訂版を出している31〉0

1968年版は翻字表そのものは 1955年版と同じであるが )K，説， X， U，可， lI1，凹， 10，兄の 9

文字について， z， j， h， c， c， s， s己， jU， Jaのほかに zh，1， kh， ts， ch， sh， shch， yu， yaを
ーグループとして用いる特例を認めている3230 これは西欧諸国の主張によるものと思われ

る。しかし 1975{F-の改訂軍案ではこの特例は削除されることになった33)。

IV.結び

これまでみてきたように，欧米諸国におけるロシア文字の翻字法にはそれぞれ長い康史

があり，そのII¥Jにいくらかの修正がなされてきたが，それにもかかわらず原則には大きな

変化はないようである。そしてこれを大きく分ければ繍音に分別記号を用いるソ連・東

欧・ドイツの諸国と，自国語の発音に従って数文字の組合わせでこれを表記しようとする

その他の諸国の試みがあるO 稿者だけについてみてもf没者は徐々の変種を生み出してい

るo さらに翻字の混乱な大きくしているのはー自国誌に対応する文学のないロシア文字を

いかに表記するかについての見解の相違である。ある者ーはこれを言語学あるいは青戸学的

な立場から主張し叫，また他の者はこれを便宜的なものとして解決しようとしたお弘前者

は音訳(transcription)の正確さを期したものとも言えるであろう。しかしもともと翻字と

いうのはあくまで便法であって，その主眼は文字と文字の対応の明確さ，機械的なおきか

えの容易さに求められるのではないだろうか。

近年における翻字の論争をみても， すでに50年代にみられた正字法や， 正確な発音へ

の厳幸子Jな要求は少くなり，次第に明縦性，単純性，可逆性 (reversibility)の三要素が追求

されている。「可逆性J というのは， 一度高官字したものから誤りなくもとの言語にもどす

ことのできる可能性である。これらの要素はコンピューターによるドキュメンテージ宍ン

:n)キリノレ女学をローマ学iこ翻寸'ずる刀法の際司f;化lよISO I こ工って杉<，A され，よとの lJt~，nゾ、下のよう
tr..主主j践をたどって況イ1:にいたっている。
1939 :ロi家撚際化協会国際J:l!¥1ft (ISA. IS0のHijJ.r)制宇ffWY4r~化のための jî~;\ミ:平気作成 J
1948: IS0第46技術委員会 (ISO/TC46)において検討ο

1951: IS0 勧告草案は大多数の賛成をえられなかった。

1952: IS0向上第2次言完全会一致でfoiU尺。

1955: ISO/R 9第 1阪ご刊行。

1968: IS0/R 9第 2)採刊行。
1975: IS0/R 9第 2)仮改訂方t案。
御手:法の標準化についてはJ.Orne， "Transliteration of Moclern RussianぺLibr.]our.， 88 

(1963): 4157-4160参照。
32) IS0 Recomm巴nclationR 9. International system for the transliteration of Slavic Cyrillic 

haracters. 2 ncl ecl. Sept. 1968. p. 5. 
33)ISO/TC46.Draft International standard ISOjDIS9.DocumeI1tation-transiiterationof 

Slavic Cyrillic characters. (Revision of ISO/R 9-1968) 1975. pp. [5-6] この特例の削除の双

山口、「厳密な紛字の聞に反する!というものである。 1968年の第 2)肢において， 上述の 9対
台ーグノレープとしてどちらかのシステムな奴mしうるという選択の規定が削除されることによ')， 
占75王Fの改定草案は詰→れも→邑の二点をのぞいて 1955年の初j船こ準ずるものとなった。
34)“Russian-English transliteration-Comment by E.p.Harnp'iScience，130(1959):482-483. 
35) t亡し Kent，“1nternanationalprogress ;n tγansli terationぺUnescoBulletin lor Librar ・es

10 (1956): 130. 
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においては不可欠なもので，ここではすでに従来の翻字法をのりえた試みさえなされてい

るようで、ある 36)。

終りに翻学法につヤての最近の見解をいくつか紹介して小文の結びとしたし、。米国ラン

ド・コーポレーションのR.ニースウェンダーは翻字を「発すJ二の正確さにとらわれな

いで，任意のアルファベットの文字を他のアルファベットの文字に明維におきかえる手

段」とみなしめ，ある程度の正字法の無視を承認しているO プロイセン文化財国立図書館

(Staatsbibliothek Preussisch巴rKulturbesitz) の F.ゲルナーは 1975年ドイツ規格委員会

(DNA) に「情報学およびドキュメンテーションの領域のための基本的規則案的J を提出

し，この中で新しい翻字システムを提案した。これは従来のプロイセン方式の翻字法とは

全く異り，あくまでもドイツ訴の立場から作られたもので，膨大な 4情報の機械化処湾lを考

慮し，逆翻字の正確さを目的としている。さらにニューヨーグのユダヤ研究所のヴェイン

ノくーグ女史は「ドキュメンテーションにおける細字39)Jとし、う論文の中で，翻字法のもつ

矛}再三どのべるとともに人の著者のすべての作品をーケ所に集iいするために苦労して統

一カタログ (integratedcatalogue) を作成することにも疑問をのべているO 彼女は目録に

おける翻字をやめて，非ラテン文字資料のドキュメンテーション・ワークのためには， コ

ンピューター用の特殊なプログラミングを使用することを提案している。翻字については

このほかにもいろいろの意見があるが，図書館員の立場とドキュメンタリストの立場には

おのずから相違があるO しかしし、ずれにしても翻字における確実さと容易さのディレンマ

の克服は今後に残された課題で、あると思われる。
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Ha3BaHHH. J138eCmU5l AH CCCP. Omoe/leHue /lumepamypbl u 5l3btKa， 1940 (3): 118-126. 

28)馬場設徳， ローマシス，ケ、ノレマ γ，スラプ， ブイノ・ウコソレ，パノレト，ノレー γ諸文字と統字或は転
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ネ ，、 ネ k エド

日日和 51年度スラブ研究施設出版物として『ソ連・東欧研究者名簿改訂版Jl(1977) があ

る。 これは『わが聞におけるソ連・東欧研究の動向Jl(1972)の改訂版である。不備な点

も多くあると忠われるので，お気づ、きのむきは当施設松IEI宛お知らせ下されば幸いであ

る。

263 



なお町名簿とも残音[5があるので，必要とされる方は， 返信用切手(各 120円)を同封の

じ事務室まで申し込まれたし、。

‘t之 ネ .!~ 
州、

昭和 51年度受入国警のまなものは次の通りであ否。

単行本

ネ ネ

The American bibliography of Slavic and East European stuclies for 1968 and 1969. 

Editor: K. E. Maylor. Assistant eclitors: T. A. Duket ancl T. L. Sanz. Assistecl 

by R Stefanka. Columbus， Ohio， c1974. 

The American bibliography of Slavic and East Europ巴anstudies for 1970， 1971， ancl 
1972. Eclitor: 1. P. Scanlan. Associate eclitor: 1. F. Eason. Columbus， Ohio， c 1974. 

The American bibliography of Slavic ancl East European studies fo1' 1973. Editor: A. R 

Navon. Columbus， Ohio， 1975. 
Auty， R. ed. : An introcluction to Russian history. Ecl. by R. Auty & D. Obolensky， 

with the巴clitorialassistance of A. :rく~ingsforcl. Cambridge &c.， c 1976. (Companion 
to Russian stuclies， vo1. 1) 

Batalov， E.: The philosophy of revolt; criticism of left 1'adical ideology. [T1'. from 

the Russian by K. JuclelsonJ Moscow， c1975. (Theories ancl critical studies) 

Berliner， J. S.: The innovation decision in Soviet industry. Camb1'idge， Mass. & London， 

c1976. 

Black， C. E. ed.: Comparative modernization; a reader. Ed.， wァithan introduction by 

C. E. Black. New York & London， c1976. (Perspectives on modernization) 
Calcler， A.: Russia cliscoverecl; ninteenth-century from Pushkin 10 Chekhov. New Y ork， 

c1976. 

Chaliclze， V.: To clefend these rights; human rights anι1 the Soviet Union. Tr. hy 

Guy Daniels. London， 1975. 

Chekhov， A. P.: Anton Chekhov's lif巴旦ndthought; selected letters ancl commentary. 
Tr. from the Russian by M.H.Heim in collaboration with S. Karlinsky. Selection， 
comm巴ntaryancl int1'oduction by S. Karlinsky. Berkeley &c.， c1973. 

Chyzhevs'ky'i， D.: History of nineteenth-century Russian literatnre. By D. Cizevskij. 

Tr. by R. M. Poruer. Ecl.， with a foreword， by S. A. Zenkovsky. Vol. 2. 

Nashivi11e， 1974. 

Cieszkowski， A. D.， hrabia， 1814-94: Prolegomena zur Historiosophie. Von August Von 

Cieszkowski. Berlin， 1838. [NendelnfLiechtenstein， 1976J 

Dossick， J. J.: Doctoral res巴archon Russia ancl the Soviet Union， 1960-1970; a classi五巴d

list of 3，150 American， Canaclian， ancl B1'itish clissertations with some critical ancl 

statistical analysis. New York & London， 1976. (Garlancl reference library in social 

science， vo1. 7) 

Dziewanowski_ M. K.: The Communist Party of Polancl; an outline of history. 2. ecl. 

Cambriclge， Mass. & Lonclon， 1976. (Harvard University. Russian Research Center. 
Studies， :i2) 
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Eltzbach巴r，P. : Anarchism;巴xpon巴ntsof the anarchist philosophy. Tr. by S. T. Byington. 

Ed. by l J. Martin. With an app巴nded essay on Anarcho.Syndicalism by 
R. Rocker. Plainview， N. Y.， [1972J (Essay index reprint s己ries)

Faber， B. L. ed.: The social structure of Eastern Europe; transition and process in 

Czechoslovakia， Hungary， Poland， Rumania， and Yugoslavia. New York &c.， cl976. 

(Praeger special studies in international politics and government) 

Field， D.: The end of s巴rfdom;nobility and bureaucracy in Russia， 1855.1861. Camb-

ridge， Mass. & London， 1976. (Harvard University. Russian Research Center. 
Studies， 75) 

Fisch巴r，A: Sowjetische Deutschlandpolitik im Zweiten Weltkrieg 1941.1945. Stuttgart， 

1975. (Studien zur Zeitgeschicht巴)

Frank， l: Dostoevsl王y;th巴seedsof Revolt 1821-1894. Princeton， cl976. (Praeger special 
studies in international politics and government) 

Germany. (Democratic Republic， 1949-) Ministerium cler auswartigen Angelegenh巴iten:

Beziehungen DDR四UdSSS1949 bis 1955. Dokumentensammlung. B巴rlin，1975 

Geyer， D. ed.: Sowj巴tunion.Aussenpolitik 1955-1973. [2J Unter Mitarbeit v. W. Berner 

et a1. Koln & Wien， 1976. (Osteuropa-Handbuch) 

Grabski， A F.: My品1historyczna polskiego oswiecenia. i九Tarszawa，1976. (Dzieje polskiej 

my品lihistorycznej) 

心1・iffith.W. E. ed. : The Soviet Empire;巴xpansion& detente. Lexington， Mass. & 

Toronto， cl976. (Critical choices for Americans， vo1. 9) 

I-Iarriman， W. A : Special envoy to Churchill ancl Stalin 1941-19/16. By W. A. Harriman 

& E. Abe1. New York， cl975. 
Harris， C. D.: Guide to geographical bibliographies and reference works in Russian or 

on the Soviet Union. Annotated list of 2660 bibliographies or r巴ferenceaids. 

Chicago， 1975. (Chicago. Univ巴rsity.Dept. of G巴ography.Research paper， no. 164) 

I-Iejzlar， Z.: Czechoslovakia 1968-1969; chronology， bibliography， annotation. [ByJ 

Z. Hejzlar [&J V. V. Kusin. New York， 1975. 

I-Ioensch， J. K.: Polen 30 Jahre Volksdemokratie. [VonJ J. K. Hoensch， & G. Nasarski. 

Hannover， cl975. 

Ingard巴n，R.: 0 poznawaniu clzida literackiego.χjezyl王a niemieckiego przelo土yfa

D. Gierulanka. Warszawa， 1976. (His Dzida filozoficzne) 

International Congress of Historical Sciences. 13 th， Moscow， 1970: XIIle [i.巴 le
treizi主meJCongres international des sciellces historiques， Moscou 1970:るtudes
present白sa la Commission internationale pour l' histoire des assemblees cl'己tats

LII. Stuclies pres巴nteclto the International Commission for the History of Repre-

sentative ancl Parliamentary Institutions， Varsovie-Moscou. Varsovie人1975.

International COllgress of Historical Sciences. 14th， San Francisco: Polancl at the 14th 

Internation且1Congress of historical Sciences in San Francisco; studies in compa-

rative history. Wrodaw &c.， 1975. 

Israel， G. : The Jews in Russia. Tr. by S.L. Chernoff. London & Tonbridge， cl975. 

Israelian， V.: Die Antihitler拘Koalition;clie cliplomatische Zusammenarbeit zwisch巴nder 
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UdSSR， den USA und England wahrend des Zweiten Weltkriege 19M-1945. [VonJ 
V. Issraelian. [Aus dem Russischen von L. Steinmetz] Moskau， 1975. 

Jones， D. L. comp.: Books in English on the Soviet Union， 1917-73; a bibliography. 
New York & Lobdon， 1975. (Garland reference library of social science， Vol. 3) 

Kaiser， R. G.: Russia; the peopl巴&the power. London， cl976. 
Kanet， R. E. ed.: The Soviet Union and th巴 d巴velopingnations. Baltimore & London， 

cl974. 

Katz， Z. ed. : Handbook of major Soviet nationalities. Z. Kats， editor， R. Rogers， asso-
ciate editor， F. Harned， assistant editor. New York & London， cl975. 

Kieniewicz， S.: Warszawa w latach 1795-1914. Warszawa， 1976 
Kosing， A.: Nation in Geschichte und Gegewart; Studie zur historisch-materialistischen 

Theorie der Nation. B巴rlin，1976. (Grundfragen d巴r marxistisclトleninistischen

Philosophie) 

Leonhard， W.: Three faces of Marxism; the political concepts of Soviet id巴ology，

Maoism， and humanist Marxism. Tr. by E. Osers. New York， cl970. 

Ludz， P. C.: The changing party elite in East Germany. Cambridge， Mass. & London， 

cl972. 

Luxemburg， R. : The national question; selected writings. Ed. and with an introducton 

by H. B. Davis. New York & London， cl976. 

Marks， S. : The illusion of peace; international relations in Europe 1918-1933. London， 

1976. (Th巴 Makingof th巴 20thcentury) 

Maurois， A.: Tourgueniev. Paris， 1931. 

Mi<;>dzy feudalizmem a Kapitalizmem; studia z dziejow gospodarczych spolecznych. 

Prace ofiarowane Witoldowi Kuli. Wroclaw &c.， 1976 

The Mod巴rnencyclopedia of Russian and Soviet history. Ed. by J. L. Wi巴czynski.Vol 

1-2. Gulf Breeze， Fl.， 1976. 

Narkiewicz， O. A. : The green flag; Polish populist politics 1867-1970. London， cl976. 

Pamlenyi， E. ed.: A history of Hungary. Contributors: Th巴 lat巴工 Bartaet al. Tr. 

revised by M. Morris and R. E. Allen. London & Wellingborough， 1975. 

Polski slownik biograficzny. [Komitet redakcyjny: przewodnicz耳cykomitetu redakcyj司

nego: B. LesnodorskiJ Tom 18. Wroclaw &c.， 1973. 

Puskin Symposium， New York University， 1974: Alexander Puskin; a symposium on 

the 175th Anniversary of his birth. Editors: A. Kodjak [&J K. Taranovsky. New 

York， 1976. (N巴w Y ork University Slavic papers， vol. 1) 

Pusylewitsch， T.: Die Rechtsstellung d巴sAuslander in Pol巴n.Baden司Baden，cl976. 

(Schriftenreihe zur R巴chtsst巴llungdes Auslanders in den sozialistischen Staat巴n，

Bd.3) 

Roosevelt， F. D.: Roosevelt and Churchill; their secret wartime correspondence. Ed. by 

F. Loewenheim， H. D. Langley， M. Jonas. London， cl975. 

iミyavec，K. W.: Implementation of Soviet economic reforms; political， organizational 

and social process巴s.New York &c.， c1975. (Praeger speical studies in international 

politics and gov 
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Sadnik， L. : Vergleichendes Worterbuch der slavischen Sprachen. Vonし Sadnik，[&J 

R. Aitzetmuller. Bd. 1. Wiesbaden， 1975. 

Sajko， K.: Die Rechtsstellung dεs Auslanders in Jugoslawien. Baden-Baden， cl976. 
(Schriftenreihe zur Rechtsstellung des Auslanders in den sozialistischen Staat巴n，

Bd. 4) 

Schweitzer， C. C 巴d.: Das deutsch司polnische Konfliktverhaltnis seit dem Zweiten 

Weltkrieg; multidisziplinare Studien出町 konfliktforderndeund konfliktmindernde 

Faktoren in dem international巴nBeziehungen. Hrsg. v. C. C. Schweitzer & H. F巴ger

Boppard am Rhein， cl975. (Beitr五gezur Konfliktforschung) 

Setschkar巴ff，V. : Alexander Puschkin; sein Leben und s巴inWerk. Wiesbad巴1).， c1963. 

Simon， J.: Ruling communist parties and det巴nte;a documentary history. Washington， 

c1975. 

Spira， G.: A Hungarian Count in the R巴volutionof 1848. 0、r.by T. Land. Trans-
lation revised by R. E. AllenJ Budapest， 1974. 

Szpor1ul王， R.: The influenc巴 ofEast Europ巴 andthe Soviet West on the USSR. New 

York &c.， cl976. (Pra巴gerspecial studies in international politics and government) 

Teubner， H. : Exilland Schweiz; dokumentarischer B巴richtuber den Kampf emigriert巴r

deutscher Kommunisten 1933-1945. Ber1in， 1975. 
Turgenev， 1. S. : Tourgu台le丘andhis french circle. Ed. by E. Halperine-Kaminsky. Tr. 
by E. M. Arnold. London， 1898. 

Ulam， A. B. : Ideologies and illusions; revolutionary thought from H巴rzento Solzheniω 

tsyn. Cambridge， Mass. & London， 1976. 

Vucinich， A.: Social thought in Tsarist Russia; the quest for general science of society， 

1861-1917. Chicago & London， cl976. 

Wadekin， K‘-E.: Sozialistische Agrarpolitik in eeuropa. 1. Ber1in， 1974. (Osteuropa-

studien der Hochschulen des Landes Hesstn. Reihe 1. Giessener Abhandlungen 

zur Agrar-und Wirtschaftsforschung des europaischen Ost巴ns，Bd. 63) 

Winczorek， P. : Miejsce rola SD w strukturze polityczn巴 PRL;zagadnienia wybrane. 

1九Tarszawa，1975. 百九lydawnictwaproblemowe ogolno-polityczne， tom 1) 

Wojcik， Z. : Rzeczpospolita wobec Turcji i Rosji 1674-1679; studium z dziejow polskiej 

polityki zagraniczn巴j.Wrodaw &c.， 1977. 

W oronitzin， S. comp.: Bibliographie der Sozialforschung in der Sowjetunion (1960-

1976). Bibliography of social research in the Soviet Union (1960-1970). M包nchen，

1976. 

Zeman， Z.: The Masaryks; the making of Czechoslovakia. London， cl976. 

AK 
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即日e H POCCH5I; ，n:OKyMeHTbI apXHBa M.φ. PaeBcKoro， 4.0-80 ro，n:bI 19 BeKa. 

(Pe，aKOJI.: C. A. HI1KHTHH (OTB. pe，a.) H ，ap. COCT.: B. MaTyJIa， I1. B. 4YPKHHa) 

Moc.， 1975. 

AKa，aeMI151 HayK CCCP.~ I1HCTI1TyT CJIaB5IHOBe，n:eHI，IH H 6aJIKaHI1CTI1KH: O'IepI倒 peBOJlIOUH-

OHHbIX CBH3e負Hapo江OBPOCCHH H f10JIbWH 1815-1917. 日0，在 pe，n:， 11. C. MHJIJIepa 
(OTB. pe，a.) 11 ，ap. Moc.， 1976. 

AKa，n:eMI冗 HayKYKpaiHcKoi PCP. IHCTHTyT 瓦ep)j{aBaI rrpaBa: l1cTopHH rocyぇapCTBaH 

ロpaBaYKpal1HCKOa CCP. (Pe，aKOJI.: 13. M. l3a6凶 (OTB.pe，a.) H ，ap.) KHeB， 1976. 

AJIeKCaHぇpφa，n:eeB B rropTpeTax HJIJIIOCTp在日双冗x ，n:oKyMeHTax. 日oc06He，n:瓦冗 y可HTeJI兄.

COCTaBI1TeJIH 13. JI. l3eJI兄eBH ，ap. I13，a. 2. ，aorr. JII-Ir.， 1975. 

5YPJIa口組員， φ.M.: Mao U33-，n:yH "Haw KOpOHHbIH HOMep-3To BO加 a， JlHKTaTypa"・

Moc.， 1976. 

BeHeBHTHHOB， n. B. : f10JIHOe c06paH沼eCO'IHHemI負. 日O，n:pe，n:.双 C日pHMe可註HH兄MH5. B. 
CMl1peHCKOro C rrpl1刀mKel-IHeM CBOλa 6HorpaφH'IeC，KHX 又aHHhIX1I 6沼6JIlmrpaφlIH.

BCTyπHTeJIbHai! CTaT悶瓦.瓦.5JIaroro. Moc. H刀HL，1934. (The Hagu巴， 1967) 
BceCOlO3Ha兄 KOMMYHHCTI1'IeCKa5IrrapTl15r (60JIhWeBI1KOB)， 17， KOHφepeHUI15I. Moc.， 1932: 

17 (T. e. CeMHa，n:uaTa冗) KOH中epeHI~H兄 BceCOI03HO白 KOMMyHHCTH'IeCIW負 rrapTI1H

(6); cTeHorpaφlI'IeClill鼓 OT'IeT.Moc.， 1932. [Tokyo， 1976J 

RbHOKb M. 10. JIepMOHTOBY; 106HJIeHH副会 C60PH如何.Moc. H f1eTporpalJ" 1914. (φOTO帽

瓦y6JIHKaT.，1977) 

BHlIOrpaJlOB， B. B.: f103THKa pyCCKOH JIHTepaTypbl. Moc.， 1976. (Ero J.-136p在日HbleTpy，n:bl， 
(2)) 

fOJIhぷ6epr，瓦 vL:O'IepK I1CTOpl1H pa60'Iero H COUHaJIHCTH'IeCKOrO江BmKeHlIHB ~IrroHHH， 
1868-1908 rr. Moc.， 1976. 

fpHrophHU， K H.: JIepMoHToB H ero pOMau門了epo会 uaweroBpeMeuH円 JIHr.， 1975， 

fpHUKeBH'I， A. f1.: LJacTHOBJIa，n:eJIb'IeClme ropo，aa l3eJIOpyccHH B 16-18 BB.; COl¥lIa瓦bHO-

ヨKOHOMlI'IeCIWeHCCJIe，l(OBaHHe HCTOpHH ropo，aoB. MI1HCK， 1975. 

ryceB， K B.: f1apTlI冗 3cepOB;OT MeJIK06ypiKya3Horo peBOJIIOUHOHH3Ma K KOHTppeBo開

JIIOUHH. I1cTopr珂eCKH設0可epK.Moc.， 1975. 

よl，eKa6pHCTblH pyccKa月 KyJIbTypa.(Pe，a. KOJI.: 13. C. Me設JIax(OTB. pe丸)H ，ap.) JIHr.， 
1975. 

l1CTopwIeCKa冗 reorpaφH兄 IコOCCHH，XII Ha可aJIOXX B， ; C60PHlIK CTaTe長 K 70-JIeTHlO 

rrpoやeccopa瓦I060MHpafpHrOpbeBH'Ia 5ecKpoBHoro. (Pe，a. KOJI. : A 刀.HapO'IHHK封負
(OTB. pe瓦)pe，a.) Moc.， 1975 

I{aJITax'I兄H，C. T.: JIeHI1HH3M 0 cylImocTH HanHH H rryTH 06pa30BaHlllI HHTepHau，Ho 

HaJIbHO詰 06mHOCTHJIlo，ae詰.Moc.， 1976. 

KHprrOTHH， B. R 
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JIaHλa， C. c.: ，lJ，yx peBOJIlO以HOHHbIX npe06pa30BaH狂負… 日3HCTOp目立中OpMHpOBaHH刃
H，n:eOJIOrHH H nOJIHTHqeCKO員 opraHH3aUHH，n:eKa6pHcToB 1816-1825. Moc.， 1975. 

JIeil:630H， 13. M.: f10BOpOT B nOJIHTHKe KOMHHTepHa ; HCTOpHqeCKOe 3Hll.可e附 e7 KOHrpecca 

KOMHHTepHa. 113JI. 2-e， nepepa6. H ，n:on. 13. M.刀e員630H(H) K K 立lHpHH兄.Moc.， 
1975 

JIHTepaTypHoe HaCJIe，n:CTBO. Pe，n:. B. P.山ep6HHa(rJI. pe，n:.)狂，n:p. TOM 85. Moc.， 1975 
Co，n:ep)K.-BaJIepH詰13pωCOB.

JI立xa可eB，，lJ，. c.: BeJIHKOe HaCJIe五日e;KJIaCCHqeClme rrpoH3Be江eHH冗 JIHTepaTypbI，n:peBHdi 
pyCH. Moc.， 1975. 

Me>K，n:YHapo，n:Ha冗 Hay叩 al1 KOHφepeHUHl1円 Pa3BHTHe 託 HHTepHaUHOHaJIbHOe COTpyた

HHqeCTBO COUHaJIHCTHqeCKHX Ha間負".Moc.， 1973: COUHaJIH3M H HaUHH; MaTepHaJIhl 

Me)!{，n:yHapo，n:HO詰KOHφepeHUHH円 Pa3BHTHeH HHTepHaUHOHaJIbHOe COTpy瓦HHqeCTBO

COUHaJlHCT別 eClmx HaUH負"， rrpoBe，n:eHHo員 23-24OKT兄6p冗 1973r... CPe，n:. KOJl.: 

M. 11. KyJIHqeHKO (OTB. pe，n:.) H ，n:p.) Moc， 1975. 

MOJl，i¥aBCKa兄 CCP B BeJlHKO政 OT可eCT即日日0お BO訪日eCOBeTcKoro C0103a， 1941--1945; 

C60PHHK瓦oKyMeHToBH MaTepHaJIOB， BλByX TOMax. (COCT.: 11. 3. JIeBHT H ，n:p.) 
TOM 2. KffiIIHfleB， 1976 

MOCKBa. AKa江eMH冗 06meCTBeHI-Il叔 HayK. I1HcTHTyT HayqHOrO aTeH3Ma: PeJlHrH月日

uepKOBb B HCTOpHH POCCHH ; COBeTCKHe HCTopHlm 0 npaBOCJIaBHO忌日epKBHB POCCHH. 

(06山・ pe，n:・ HnpeぇHCJI.A. M. CaxapoBa. COCT・HaBT. npHMe可.， E.φ. I'peKyJlOB) 

Moc.， 1975. (HaYQHo.aTeHCTHqeCKal1 6H6JlHOTeI<a) 

MOClma. AKaλeMH刃 06meCTBeI-lHb1XHayK. Kacte，n:pa HCTopmr Kf1CC: l1C'fopH叩 CK紅白 onblT

60pb6bl K口CCnpoT百BTpoUKH3Ma. C口0ぷ 06me負 peぷ・ K11. CyBopoBa) Moc.， 1975. 
MOCK回.I1HcTHTyT MapKCH3Ma-JIeHHHH3Ma: KOMMyHHCTHQeCKOe ，n:BH)KeHHe B aBaHrapλe 

60pb6bI 3a MHP， HaIrHOHaJIbHOe H COUHaJlbHOe oCB06Q}K，n:eHHe; K 40-JleTHlO VlI 
KOHrpecca KOMMyHHcTHCTHQeClmrO I1IuepHaUHOI-IaJIa. CPe，n:. KOJI.: f1. A. PO，n:HOHOB 

H ，n:p.) Moc.， 1976. 

MOCKBa. f1y6.刀H可Ha刃 6H6JIHOTeKa.OT，n:eJl pYKOImceIi: BocnoMHHaHH兄 H，n:HeBHHKH XVIII 

XX BB. YKa3aTeJIb pyKO口紅ce詰. Pe，n:. H ロpe，n:HCJIOBHeC. B. }KHTOMHpCKO負. Moc.， 

1976 

OBC兄HHKO.KyJlHKOBCKi詰， ，lJ，. H.: C06paIfie coqmreHi此 113，n:・ 4-oe.TOM'b 2. C口6，191:3. 

OBCl1HHKO.KyJlHKOBCKiil:， ，lJ，. H.: C06paHie co可HHeHl詰.TOMb 4. C口6，1911. 

nOJITOpaI~KH長， H. f1. peぇ.:PyccKa冗 peJIHrH03HOφHJlOCOctCKa兄 MblCJlb20 BeKaラ c60pmIK

CTaTe誌.口O，n:pe，n:. H. f1. f10JlTOpaUKorO. f1HTTc6ypr， 1975. 

f1pHH日eBa，f. A.: ，lJ，eKa6pHcTbl B f1eTep6ypre 
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C60pHUK ，.nOKyMeHToB U ivIaTepUaλOB. Pe，.naKL¥UOHHa兄 KQJIJIenr冗:H. K. 6u6uJIe長山BUJIU

U ，.np. Kmu聞 eB，1976. 

CeMeHOBb，刀.: M. !O. JIepMoHToBb; CTaTbH H 3aMもTKH. Moc.， 1915. (中OTOλy6JIHKaT，

1977) 

COJIOBbeBa， A. M.:爪印e3Ho，.nopQ)KH副首 Tp叩 crropTPocc閣 BOBTOpO訪日OJIO間関 XIXB・

Moc.， 1975. 
CCCP. 3aKoHbI， CTaTyTbI， H 瓦p.: C60pHHK 3aKOHOB CCCP H yKa30B Ilpe3H，.nHyMa 

BepXOBHoro COBeTa CCCP 1938-1975. (B可eTblpexTOMax) TOM 1-4. Moc.， 1975. 
YMH51KOB， 11. 11.: AHHoTHpoBa服部伽6JIHOrp時間 Tpy，.nOBaI<a，.neMHKa B. B. 6apTOJIb思
OImcaHHe apxHBa aKa，.neMHKa B. B. 6apTOJIb，.na. Moc.， 1976. 

LJepMe狂α係員， E.江 IV. (T. e. 可eTBepra兄) rocy，.napcTBeHHa冗 ，n:yMa H CBep)KeHHe 

L¥apH3Ma B POCCHH. Moc.， 1976. 
LJepHoB， B. M.: 3armcI似 COL¥HaJIHCTa-peBOJIIOL¥HOHepa. KH. 1. 6epJIHH Hλp， 1922. 

[Cambridge， 1975J (Memoir series， 13) 

雑誌(継続分をのぞく)

Niepodleglose; Czasopismo Poswi~cone Najnowszym Dziejom Polski. [MFJ Warszwa. 

~j!竺型盟二20…{些型L全 1唾坐里 za 主. 1-1空企型空~37)
Proletariat; Organ Mi~dzynarodowej ， Socjalno・RewolucyjnejPartii. (Polska Zjednoczona 

Partia Robotnicza. Komitet Centralny. Zaklad Historii Partii) Warszawa. 

Nr.1トトト~へ.、、、、、、4巴也巴

Ha Arpapr日IOMφpo託Te;Oprm区f ArpapHoro Y討1HCTl沼ITyTaKOMMyHHCTH可eCKωO白 AKa瓦eMI臼1H.

(Mφ) Moc. 

〔2)(1926)一包1)(空U1!型自
I主yccKa兄 MbICJIb;iKypHaJIb HaY'lHbII1， JIHTepaTypHbI訪日日OJIHTH'leα{III. Moc. [The 

Hague & Paris， 1971J 
1 (KH.9-12) (1880)， 4 (KH.1-12) (1883)， 5 (KH.2-4， 6-12) (1884) 

ホ アンダーラインはマイクロフィルムを示す。


